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奥尻町

『離島のハンディをゼロに！』 奥尻高校生が島
外へ遠征するには交通費、宿泊費等が嵩み、経済的
負担が大きくなっていました。 そこで何とか収入
を得て経費に回せないかとＴシャツなどの販売を始
めました。

奥尻ワイナリーは島の人口が減少し、このままで
は町が無くなってしまうという危機感から雇用の確
保、ぶどうの栽培とワインの製造、販売を行ってい
ます。

その中でお互いの活動や将来の夢が共鳴し２つの
団体の協働活動が始まりました。

https://www.town.okushiri.lg.jp/
highschool/ 

：

奧尻高校のＴシャツの作成、島内の農水産資源を
原料とした食品加工、さらには民間企業から依頼を
受けて商品ラベルの提案などのほか、それらを奥尻
島内や函館市等に出向き委託販売やＰＲ活動を行っ
ています。
地元のぶどうを使ってワイン造りを行っている株

式会社奥尻ワイナリーも協働で、商品の販売、食育
活動などを行って地域

の 活性化に貢献していま
す。

奥尻高校は積極的に地域の方と関わり合いなが
ら学力と人間力を高めていくバランスのとれた教
育が自慢です。 一人一人の個性を生かしながら
アイデアを出し合い、商品販売活動を行って遠征
費の補填を行うなど、普段は味わえない達成感を
得ることが出来ます。
奥尻ワイナリーは海に囲まれ

ていることで塩風によってミネ
ラル分が多く含まれている奥尻
ワインならではの深い味わいを
楽しむことが出来ます。
協働活動は特産品の開発やＰ

Ｒにつながると共に島民からも
認められ、多くの方から支援を
受けています。

オクシリイノベーションと奥尻ワイナリーの協働販売

奥尻マルシェの様子

奥尻高等学校オクシリイノベーション事業部
×奥尻ワイナリー 【奥尻町】

生徒の経済的負担軽減と地域振興を目指して

ワイン工場見学会

「わが村は美しく－北海道」運動第10回コンクール応募団体


